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論 文 内 容 の 要 旨 
１．本論文全体の要旨 
 ジグムント・フロイトが人類永遠のテーマと高唱した「インセスト＝近親姦」の問題に対して、精神医学、
心理学などの近接学問領域の成果にも目を配りながらも、社会学的視点を中心に据えてメスを加えた研究書で
ある。実態調査を踏まえて、また文献研究を通して、さらに実践活動からの知見をも加味して、インセストが
性的虐待の最高のトラウマ形態であることを明らかにした上で、インセストの普及率、日本のインセストの特
徴、インセストをめぐる常識の虚偽性と真相、インセストの影響、インセストの発生メカニズム、日本におけ
る被害者の現状等々の諸テーマについて実証的・理論的に解明し、さらにインセストへの対応についての提言
を行ったものである。 
 行為者＝被害者の見地に立脚しつつも、実証的科学的認識態度、普遍化的認識態度、主観的価値判断を抑制
した客観的事実認識の態度を、本研究・論文作成上の基本姿勢としている。 
２．章別の要旨 
まえがき―オイディプス王の悲劇― 
 オイディプス伝説およびそれに基づくソポクレスの『オイディプス王』を素材に、オイディプスの悲惨と栄
光を、「被虐待児」であるがゆえのそれと捉え直し、彼の生涯を、両親による幼児虐待の被害経験に基づく苦悶・
悲惨と、それの克服による栄光・偉大の生涯として跡づけている。そのようにして見ると、このオイディプス
の悲惨と栄光の物語は、子ども時代の被虐待経験を生き抜いたサバイバーの物語の範例（パラデイグマ）でも
ある。このオイディプスの物語に本書のテーマが凝縮されている。子ども虐待の一典型であるインセストにつ
いて論じる本書は、オイディプスの生涯の物語のそれぞれのアスペクトを切り取って、それぞれについてより
詳細に論じることから構成されることになろう。 
第１章 性的虐待としてのインセスト―近親姦の本態と現状― 
 インセストが近親「相」姦ではなく、性的虐待の一形態であり、その意味で「インセスト的虐待」であるこ
とを、内外のデータと諸種の学説の検討を通して、明らかにすることに力点を置く。性科学の領域で大きな足
跡を残したフロイトとキンゼイの両者がインセストの相姦性―前者の場合はエディプス・コンプレックスに基
づく幻想としてその存在を否定さえする―を強調するのに対して、インセストは実在し、しかも高い普及率・
発生率を示し、のみならず近年増加の傾向を示していること、また、インセストは、相互の相思相愛的な相姦
行為ではなく、加害者による被害者に対する性的虐待・性的搾取であり、被害者に対して有害かつ破壊的な結
果をもたらす「インセスト的虐待」であることを、内外のデータと学説によって検証、論証している。本章は、
インセストの本質・本態をその現状を踏まえつつ究明した総論部分であると言える。 
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第２章 インセスト的虐待をめぐる事実と神話―近親姦の実相― 
 インセストについて従来言われてきた常識が、実は事実と相反する神話にすぎないことを、特にアメリカに
おける調査データを基に検証し、インセストの実相を明らかにした章。インセストに限らず、広く性の問題に
ついては事実と齟齬する神話が支配し、それによって対応や施策が間違った方向に導かれてきたという現実が
ある。したがって、問題解決の前提として実相の解明による神話の破壊が不可欠となる。ここでは、インセス
トをめぐる、①多年にわたる複数回生起の神話、②力の行使随伴の神話、③性的愛撫の神話、④階級差の神話、
⑤母親の教育的地位差の神話、⑥人種差の神話、⑦宗教差の神話、⑧農村―都市差の神話、など誤謬性の暴露
が行われている。インセストの場合は、種々の神話が、フロイトの権威によって生み出され強化されたという
側面がある。そのため、フロイト理論の虚偽性暴露が神話の破壊に繋がる面を持つことに注意すべきである。 
第３章 インセスト的虐待の伝統型と現代型―日本の近親姦― 
 日本におけるインセストに着目し、伝統型インセストから現代型インセストへの変貌の過程をデータに基づ
いて解明した章。伝統型インセストとは経済的貧困層においてその経済的貧困に起因して生起するタイプのイ
ンセスト、それに対して現代型インセストとはむしろ経済的高所得層を中心に非経済的要因―主として、慈母
幻想、愛情飢餓、共生的性格などの心理的要因―に起因して起こるタイプのインセストである。伝統型＝日本
型、現代型＝アメリカ型という構図を持つから、本章は、アメリカのインセストとの対比において、日本のイ
ンセストの特徴について考察したパートとも言える。 
第４章 インセスト的虐待のトラウマ―近親姦の影響― 
 インセストがその被害者にもたらす影響を、実証的データに基づき、また、理論的知見を踏まえながら、克
明に追求した章。インセスト的虐待の被害?関係的損傷?心理的損傷?否定的生活経験、をメイン・ルート
と考えるインセストの影響の仮説モデルを提案。この仮説モデルにおいては、インセスト的虐待の被害の結果、
トラウマ的な性的特色付け付与、裏切り、無力状態、スティグマ付与の関係的損傷が生じ、それに基づいて自
己概念の低下などの心理的損傷が生まれ、さらにこれに基づき下降移動や家庭上の問題などの否定的生活経験
が生起することが仮定されている。加えて、被害の結果たる心理的損傷や否定的生活経験は、加害者の側の動
機づけや内的抑止力の解除を誘発し、さらに被害経験ゆえの被害者側の抵抗力の弱体化とも相まって、被害者
におけるさらなる被害―再被害―の契機ともなることが示唆される。字数も最も多く、本書の中心をなす章で
ある。 
第５章 インセスト的虐待の加害者たち―近親姦の発生メカニズム― 
 インセストの加害者に焦点を置き、彼らがなぜインセストを犯すのかを探りながら、インセストの発生メカ
ニズムを解明した章。インセストの発生の仮説モデルを提案。このモデルにおいては、男子のセクシュアリテ
ィの社会化パターンと男性―女性、大人―子どもの不均衡な権力関係とを独立変数＝構造要因として、動機づ
けと内的抑止力解除からなる加害者要因、外的抑止力低下を意味する環境要因、被害者の側の無防備性を生み
出す圧殺要因、加害者に主導された家族力学を媒介変数として、さらに以上の諸要因を支えるイデオロギー＝
神話要因を中核とする社会・文化要因を付加的独立変数として、性的虐待・インセスト的虐待が生起する、と
いう発生の仕組みが仮説として定式化されている。心理学、社会学、精神医学などさまざまな学問領域の知見
を総動員しながら構築された仮説モデルと言える。 
第６章 インセスト的虐待の被害者たち―性的被害調査から見えてきたもの― 
 関西在住の18～54歳の女性を対象に実施した無作為抽出標本調査のデータに基づきながら、インセスト被害
を含む性的被害のサバイバーたちの現状を統計学的に分析した章。統計学的分析の結果、性的被害の経験率が
79.0％に上り、うち約10％がインセスト被害によって占められていることが判明した。本章ではこうした経験
率の算出のほかに、デモグラフィック要因、心理的損傷、ＰＴＳＤ、「否定的」生活経験等と性的被害経験との
間の有意な関係が主として多変量解析の手法を用いて解明され、さらに、主観的トラウマ変数を目的変数とす
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る重回帰分析によってインセスト被害が当変数に対して最も強い影響を与える要因であることが明らかにされ
た。 
 本章で分析した性的被害調査は、第４章で提案されたインセストの影響の仮説モデルを検証する意図でデザ
インされたもので、調査解析は、当モデルを経験的データで実証的に裏付ける結果をもたらした。なお、本調
査は性的被害全般にわたる実態調査であるが、インセスト被害が性的被害の凝集態としてその典型ケースなす
ものであるかぎり、これによって得られた知見はそのままインセスト被害者にも妥当するものと受けとめるべ
きである。 
第７章 総括―インセスト的虐待の実情― 
 前章までの論考を総括するとともに、第４章のインセストの影響のモデルと第５章のインセストの発生のモ
デルとの統合モデルを提案。ここでは、インセストによる影響が新たにインセストを発生させる再被害化の循
環回路が解明されている。併せて、社会的支援と自己克服とによる癒しの過程を経てこの循環回路を断ち切り、
高次の肯定的生活へと昇華していく可能性も示唆されている。最後に、これまでの考察の上に立って、インセ
ストへの基本的な対応のあり方について提言を行っている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は親族による性的虐待に関する我が国では初めての社会学による体系的かつ実証的な研究である。従
来この分野の研究は臨床心理学や法律学によるケース研究が中心であり、社会学的要因を組み込んだ大量観察
データに依拠した調査研究が皆無であったため、理論的一般化の送れた分野であった。本論文は、内外の社会
学、心理学、精神医学等の関連領域の知見と論者の長年にわたる実態調査研究から得られた知見の蓄積の上に
立ち、多くの新しい事実を明かにし、従来の臨床データや法廷データによる通説を訂正し、性的虐待の発生と
影響のメカニズムに関する新たな説明モデルを論者独自の調査によって検証したうえで提示している。全体と
して、本論文は、社会学における画期的な先駆的研究であるとともに、論者の他の関連領域をも含めた性的虐
待研究におけるこれまでの研究上の高い評価にかんがみると、これらを集大成し体系化した本論文は日本の性
的虐待研究を大きく前進させる注目すべき論文である。 
 本論文の冒頭を飾る「はじめに」はオイディプス王の悲劇と栄光のドラマについての論者による長文の解釈
から始まる。社会学の研究であるにもかかわらず論者は、敢えてオイディプス伝説とそれに基づくソポクレス
の「オイディプス王」を取り上げ、王の悲惨と栄光のドラマについての既存のさまざまな文献を博捜し新たな
解釈を加えることから論を起こしている。それはインセスト研究が、フロイト仮説、とりわけエディプスコン
プレックスに基づく「相姦」性ないしは子から親への愛慕の念に基づく行為として解釈されてきた通説と本論
がインセストを親族による性的虐待とみなす立場とはまったく対立するパラダイムに立脚しているからである。
この伝説を序奏とする鮮やかな前提仮説の提示と論の構成は、論文全体をきわめて説得力のあるものとしてい
る。 
 第１章は、この前提仮説の提示を受けて、従来の親族による性的虐待研究を近親「相姦」ではなく、「親＝男
性」親族から権力を乱用して「子＝女性」親族に対して行われたものであり、「子ども虐待」と「女性暴力」と
が交差する地点で生起する「二重暴力性」よって特徴づけられるとしている。この立論は、同氏の既存研究の
周到な蓄積と現象への深い洞察から生れた通説への批判修正の主張であり、提示された分析視角は斬新かつ説
得力のある妥当な判断である。 
 第２章は、既存の研究や母子インセストに関する神話の解釈、常識知に見られる通説と実態との齟齬を明ら
かにし、インセスト的虐待の実相を明らかにしたものである。なお、本論文で扱われている通説は、性的虐待
への対応にあたって重大な過ちを導きがちなものに限定されている。この限定は、ひとつには本論文を臨床面
で優勢な位置を占めている臨床心理学や精神分析学的諸見解に対する批判的理論として展開するためであり、
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いまひとつには、対応や施策における重篤な過誤を防止するという実践的要請に応えるためである。本章と次
章以下の分析は、従来のインセスト的虐待研究に対して根本的な再検討を迫る成果として位置付けることがで
きる。 
 インセスト的虐待とその内容は、時代や社会文化的状況によって同質性を共有しながらも相互に異質であり、
第３章は異質性の側面に焦点を当てて、現代日本のインセストを欧米とりわけアメリカのインセストと比較し、
さらには日本での時系列分析をも付加して、その特質、独自性、特殊性を明らかにし、その変容を解明してい
る。その結果、本論ではさらに日本における親族による性的虐待を、伝統型インセストとアメリカ型に近い現
代型インセストとに区分し、現代日本のインセストに対する臨床社会学的な提言を示し、性的虐待への対応に
対する貴重な知見を明らかにしている。 
 第４章は、本論文の中心をなす章であり、インセストがもたらす影響を、トラウマを中核に据え、包括的か
つ多次元的に分析し、その知見に基づき、インセスト的虐待の被害?関係的損傷?心理的損傷?否定的生活
経験をメインルートと考える影響の連鎖過程に関する仮説的な理論モデルを提起している。論者は、このモデ
ルを構築するために、欧米のトラウマに関する主要な研究を網羅的にレファーし綿密な検討を加え、インセス
トによるトラウマを主観的トラウマと客観的トラウマとに区分し、主観的トラウマの強度を条件づけるインセ
ストの特性要因の分析、主観的トラウマの強度が客観的トラウマを生成し左右するという両トラウマ間の関連
性の分析などから興味ある事実を明かにしている。また、提起されたモデルに基づいて、論者自身の日本にお
ける調査をはじめとするその他の研究者、実務家、諸機関によって実施された日本の性的虐待、性的被害に関
する調査データを網羅的に解析し、このモデルが、日本社会におけるインセストを含む性的虐待の犠牲者の実
態を解明する上で有効であることを確認している。論者の研究能力の高さが示された好論である。 
 第５章は、インセスト的虐待の発生メカニズムを解明し、これらに関する心理学、社会学、精神医学などの
さまざまな研究領域の知見を総動員しながら社会・文化的要因を重要な変数として組み込んだ社会学的な仮説
モデルを提示している。このモデルは、セクシャル・ハラスメントやドメスティック・バイオレンスなどの他
の性暴力や夫婦間暴力一般の発生メカニズムの解明にとっても、多少の変更を加えれば幅広い説明力が期待さ
れる有効なモデルとして評価できる。 
 第６章は、論者を中心とした研究グループによる性的被害の実態調査の結果に多変量解析を施し、本論文の
第４章で示されたインセストの影響に関する仮説モデルを検証し、被害経験を起点とした主観的トラウマ変数
と客観的トラウマ変数を含む諸要因間の影響関係、さらには、その影響が被害再発へとフィードバックしてい
く関係が明らかにされ、影響過程に関する注目すべき新たな事実が解明されている。 
 第７章は、これまでの所論を総括するとともに、第４章で示したインセスト的虐待の影響モデルと第５章で
示したインセスト的虐待の発生モデルとを総括して、インセスト的虐待の発生と影響とに関する統合的説明モ
デルを構成し提示している。これによって、インセスト的虐待の発生メカニズムと影響をメカニズムが結合さ
れ、諸要因の連関によって発生したインセスト的虐待が、諸要因間の連関によってトラウマ＝影響を生成し増
幅させ、そのようにして生成・増幅されたトラウマ＝影響がさらにインセスト的虐待を生起・再発させていく
という発生と影響＝トラウマとの循環過程ないし相乗作用過程が単一モデルで説明しうるものとなっている。
この統合モデルの構築は、論者の独創によるものであり、本書で示された研究の最大の成果である。 
 以上のように、本論文は、親族による性的虐待研究に関するわが国では最初の高い実証性に裏打ちされて得
られた理論的研究であり、この分野の研究水準を一挙に引き上げたものとして高く評価することができる。今
後のこの分野の基本的な研究と判断される。なお、本論文では、導出された理論による被害者のトラウマへの
対応に対する臨床的な適用の可能性について随所で検討されてはいるものの、あえて今後の課題を見出すとす
れば、やや一定程度の深さにとどまっており、臨床社会学的有効性の実証的検討によってさらに充実した発展
的研究を期待したい。しかし、この新たな展開への期待は、本論文が、親族による性的虐待に関する金字塔と
― 390 ― 
もいうべき完成された高い水準の研究を打ち立てた結果として立ち現れるものであり、それだけで別個の研究
として行われるべき大きな課題でもあり、このことによって本論文の価値を損なうことは決してない。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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